データの帰属とアクセス
代表研究者である我々は、ESICMを代表して以下のことを認証する：
1. データは”LUNG-SAFE研究者”の間で共有される。LUNG-SAFE研究者とは、運営委員会、実行委員会、国別コーディネーター、および各ICUの現場コーディネーターからなる。
2. 各施設のデータは全ての参加施設で共有される。また申し出があればいかなる科学的目的においてもそれらのデータへのアクセスが認められる。
3. 国別コーディネーターは、申し出があればその国で得られたデータへのアクセス権を得る。
4. LUNG-SAFEデータベースにデータを入力することにより、各施設はLUNG-SAFE運営委員会およびLUNG-SAFE実行委員会が、事前の承認なしにデータを科学的用途に利用する事を承認するものである。
5. データ使用の要請はLUNG-SAFE代表研究者（Dr. PesentiとDr. Laffey）宛に起こす。そしてその要請に対する決定はLUNG-SAFE代表研究者がESICMと共同して下す。LUNG-SAFE研究者は、引き続く別の研究のために優先的にデータセットを使用することができる。
